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抄録 ：小学校 1年生か ら 6年生 まで の 歯列弓 の経年的成

長変 化の 観察か ら，叢生 の 発生 メ カ ニ ズム を解明 し，混

合歯列期か ら永久歯列 完成時 に お け る ド顎 叢 生量 の 予 測

の μ∫能性を検討 した，資料は 小学生児竜 50名の 「顎経年

歯列模 型 で あ る．各学年に お け る歯列 弓幅径，歯列 弓長

径，第
．・
大臼歯頬舌的歯軸傾斜角 （以下，歯仙傾斜角）

お よび 6年生 （永久歯列完 成時）の 叢生 暇 （ALD ）を詔

測 した．6 年生 の ALD か ら正常歯列群 （ALD ≧− 2．〔〕mm ）

と叢生 歯列群 （ALD ≦ − 2．5　mm ）に 分類 し比較倹討 した，

また，重回帰 分析に よ り叢生 量の ｝測 に っ い て 検討 した．

そ の 結果，次の よ うな結果 を得た．

　1，2年生 以降の 叢生 歯列群で は 歯列弓幅径 と歯軸傾斜

　　 角年間変化量が 有意に小 さか っ た，また，歯冠幅径

　　 お よび def歯率に つ い て 正常歯列群 と叢生歯列群 と

　　 を比較 した とこ ろ，すべ て の 項 口で 有意 差 はみ られ

　　 なか っ た．

　2．永 久歯列 完 成 時 に お け る主 成分分析の 結果，第
・

　　 主成分 （46、9％ ） は 歯列 弓F隔1豈1の 因 r−，第二 卞 成

　　 分 くltt．9．％ ）は 叢生 累 と歯軸傾斜角変化量の 因子，

　　 第 ｛主 成分 （14．9％）は 歯列 弓長 径の 因 rで あ っ た．

　3，永久歯列完成時の 叢生量を 目的変数 に，各計測値 と

　　 それ ぞれ の 年間変化量 を説明 変数 と し，重回 帰分

　　 析を行 っ た結果，・1年生 の 言［測値お よ び 3 年生 と 4

　　 年生 の 年間変化量 を用 い た 下記 の 回帰式 は 申相関

　　 係数 0，80を示 した，

　　　 叢生量＝− 0．44 （歯軸傾斜角年間変化最）
− 0．49．

　　　　　　　（第
一
大 臼歯間幅径）＋ 1．ll1（第一．一大 臼

　　　　　　　歯間r隔彳晝…年問 変f匕最）＋24．78

　以 ltの 結 果 よ り，叢 生 歯列群 の 特徴 は 歯列 弓r隔径 が 狭

く，第
一
大臼歯は 舌側に 傾斜 して い た．IE常歯列群お よ

び 叢生 歯列群 に お け る歯列 弓 幅径 と歯軸傾余：｝角年間変化

量 に 差 が み られ る起 点は，2 年生 で あ っ た，また，歯の

サ イズが標準 rr勺で乳歯が健全で あ る混 合 歯列で は，4年

生の 計測値 お よ び 3 年生 と 4 年生 の 年間変化量を川 い た

回 帰 式 に よ っ て ，永 久 歯列 完 成時 の 叢生 量が あ る程度 予

測可能で あ るこ とが 示 され た．

　　　　　（Orthod　Waves−Jpn　Ed　2010；69（1）：12−22）

Prediction　of　dental　crowding 　of　permanent
dentition　from 　mixed 　dentit董on 　using 　personal
　　　　　longitudi皿 al　dental　casts

Abstract ：The　gims 　of　lhi5　slu 〔］  were 〔o 　elucidate 亡he　meGha ．
nism 〔》f　den匸al　cr〔〕wding 　and 　t〔〕predict　dentalcrowdhユgof　perrna．
ne1 】且dc／ntitien　fr〔，rrL　mLxed 　⊂lendd〔，n　しlsing 　Iongitudinal　dental
cEISts （fr監〕ln 　first　grade　to　Sixth　grade　in　prirnary　sch 〔，ol ）．Subjects
were 　ma 冂dibular　dental　 casts 〔⊃f　50　children ．1）enta ［arch 　width 、
delltalz江 ch　length．1〕u（℃o．lingLlalinc］ination　of　f「rst　molar ，and 　arnount

of　dental　crowding 　in　sixth　grade （permanent　dentiしion＞were 　mea ．
surヒd，　Subjects　were 　clasSificd ［nto　nDrma ［group（ALD ，≧ − 2．O
mm ），ind 　ci

’
e“
，ding　greup 〔AIJ），く一2．5mm ）．Muitipie　regression

a1ユalysis　was 　perf｛）rmed 　to　predict　AI∫D　at　permanent　dentitbn．
Aftcr　seα）nd 　grade，　although 　Lhere　w きls　n ｛｝ significant　di幵erence 　iTl

too匸h　s［ze　and 　def　rate　between　tlle　2　groups．　dental　arch 　width

and 　annual じha［lges　of　血rst　molar 　inclination　in　the　cr〔｝、丶dingr

group　were 　signl 直〔a 冂Ll｝
「snlaller 　thall　those ［r1 亡he　n 〔｝rmal 　group．

P「［「1uiPuLc 〔〕mPonemanalysis 　in　pernlanentderltition　re 、
・
ealed　that

the　first　prlnclpal　cornp 〔｝llellt （46．996）was 　dcntal　arch 　width ；〔he
second 　pr［nciPεLl　comPonents （15．9％ ）were 　amount 　of 〔To 、、

・dlngand
inclinntion〔｝f　first　nlolar，　a哥］dthc　third　principal　component （14．9
％ ）　was 　denLa［arch 、、

・idth．　Irl　c（mclusion ，　the　ctて）wding 　group
s11〔〕wed 　narr〔｝w 　den匸alarch 　wid 〔h　alld　first　Illolar　inclined　lingr］al．
1ンLTlle 　starting 　point 〔，f　the　d［丘erence 　in　dental　arch 　width 　and

first　IIlolar　indirlation　between　n ｛｝rTnal　al】d　cl
’
O “
・din99roups  vas

吐he　second 　gradc．　In　individuals　 with 　n〔〕rmal 　tc，oth 　size　and 　car．
ies．free　dendtion，　crowding 　of 　pernla1〕ent　dentLtionα〕u ［d　be　pre．
dided「r〔｝m 　mixcd 　dcntition．
　　　　　（Orthod　Waves −Jpn　Ed　2010 ；69 （1）：12−22）
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叢生 の 発生 要［大iと して，う蝕 に よる乳 歯 早期喪

失
1−」1

，歯と顎 の サ イ ズの 不調和 （arch 　length　discrep・

ancy ： ALD ）
5
∴ 歯列 1弓幅径の 狭窄

8
∴ 咀嚼機能の 減

退
ICL12 ）

な どの 要因 が あげられ る，特 に ，歯の サイズ

に つ い て は 世代間比較に おい て 現代人 が有意 に 大 きい

と報告され て お り
11s11，）

，歯の サ イズの 増大 は 叢生 の 発

生要因 の
一
つ で あ る．　

・
方，Howe ら

81

および Tsujiら
IM

は，叢生患者 と正常咬合者 の 歯の サ イズ に有意な差 は

なく，歯列弓幅径が 叢生患者で 有意 に 狭 い と述べ ，叢

生発生 に歯列弓幅径の 狭窄が関与 して い る と して い る．

　咀嚼機能 に つ い て
，
Hayashi ら

IG｝
は 7歳 時で 下顎 に

認め られ た叢生が，第
・
人臼歯の 頬側 へ の 直 X

‘
t：に よる

歯列弓幅径 の 増大 に より 12歳時 で は 改善す る こ とが

ある と報告し，咬合力が強 く，グラ イ ン デ ィ ン グタ イ

プ咀嚼の 者は歯列弓幅径が広 く，　ド顎第　
・
大臼歯の 頬

側 へ の 直立が認め られる
17／

と述 べ て い る，

　 こ の ように，叢生 の 発現に は さ まざま な要因が 関与

して い る が，最近 で は う蝕 予防が 定着 し leeway　space

の 不足 に よる叢生 は 見か けなくなっ だ
｝）
．う蝕 の な い

健全な歯で あ りなが ら 7〜 8歳頃に前歯の 叢生を主訴

に 来院す る患児が多い こ とか ら，混合菌列期 の 歯列形

態か ら永久歯列完成時の 叢生量が 予測叮能で あれ ば，

効果的な対応が で き る の で は な い か と考え た，

　永 久歯列 に なっ た時点の 叢生量を予測する方法 とし

て は，前歯の 歯冠幅径の合計を用い て側方歯の歯冠幅

径 を 予測す る 小Yi・
［9’）

の 回帰 方程式 や，乳 歯列 の 生理

的空 隙を参考に す る方 ik−
i9．］

な どが あ げら れ る が，歯

列の 成長変化最か らの 予測方法は確立 され て い な い ．

そ こ で，本研究で は小学校 1年生か ら6 年生まで の 経

年模型 を用 い て，混合歯列期か ら永久歯列完成時 の 叢

生量 の 予測 に つ い て検討 した．

資料お よび方法

1，資　料

　T一葉県松戸 市立古 ヶ 崎小学校人学年 1997年 ， 卒業

年 2002年の 児竜 50 名 （男児 22 名，女児 28名）を 1

年生か ら 6年生 まで 計 6 回 に わた っ て 追跡 し，採得 し

た下顎 の 経年歯列模型 を 川 い た．な お，資料選択 の条

件 は，矯正 の 既往 が な い ，6 年生 で 乳歯残存 が な い
，

歯の 形態異常が な い ，計測点に修復物が ない ，な ら び

に 咬耗度が Stagel　
L’O・’

に 満たない もの とした，また，6

年生の ALD が
一2．O　mm 以．F／．　

Ta／
の もの を IE常歯列群，

− 2．5mm 以下 の もの を 叢生 歯列群 と した，さ らに
， 両

群の 1年生の 前歯部の irregularity　index　
L’T）

を計測 した．
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II，方　法

　 1．計測方法

　計測時に歯列模型 が 動 か ない よう机 と固定 し
t’t’）
， ド

記 に述 べ る計測点 を高精度 モ次元デジタイザー（Micro

Scribe
， 凵本バ イ ナ リ

ー
， 東京）を川 い て 計測 し，3D／

CAD 解析ソ フ ト （KEY 　CREATOR　Version7．G3，クボテ

ッ ク株式会社，大阪） に て 距離 と角度を計算 した．な

お，左右側の 同名歯が と もに 乳繭，ある い は 永久歯で

あ る場合 に の み 計測 した，基準平面 は，中切歯問乳頭

頂および左右側第二 小臼歯 （第二 乳臼歯） と第
一
大臼

歯の歯問乳頭頂 の 3点を通 る平而と し，左右側第 1小

「1歯 （第 「 乳臼歯）と第
・
人F［歯 の 歯問乳頭」頁を通 る

直線を X　11111，基準
’F面 Lで そ れ に 直行 す る 直線を Y 軸，

また基準平面に 直行す る直線を Z 軸とした，

　2，　百卜担叮項日

　1＞　歯ダ1亅弓巾哥f釜
　計測点 は，左右側犬歯 （乳 犬歯）咬頭頂，第

一
小臼

歯 （第
・
乳Fl歯近心）頬側咬頭頂，第 ：小臼歯 （第二

乳臼歯近心）頬側咬頭頂 および第
・
大臼歯頬側近心咬

頭頂 の 計 8 点と し，犬歯 （乳犬歯）間幅径，第一
小臼

歯 （第
一

乳臼歯〉間li1高径，第二 小臼歯 （第 1乳 臼 歯）

問幅径 ， な ら びに 第
・
大臼歯間幅径を算出 した （図 1）．

　2）歯列弓長径

　左右側第二 小 Fl歯 （第 二 乳臼歯）と第
・
大臼歯 の接

触点を結ぶ線か ら中切歯冏乳頭頂に 奈 る 垂直線の 距離

を歯列弓長径と し，計測 した （図 2），

　3）第
・
人臼歯頬舌的歯軸傾斜角 （以 ド， 歯軸傾斜角）

　第
・
大 r1歯の頬側面の 溝か ら咬合面の 頬面海へ の 移

行点 と舌側面の 溝 か ら咬合面の 舌面溝 へ の 移行点の 2

点 を通 る直線が Z 軸 とな す角 を 歯軸傾斜角 と し た （図

3）．

　3，6 年生時に お ける ALD の 計測

　永久歯列完成期 の 6 年生下顎歯列弓 Hに お い て利用

で き る歯列 弓長 （available　arch　length： ・
側 の 第

』
大

臼歯近心 か ら反対側の 第一
大臼歯の 近心 まで の 歯槽頂

の 長 さ）と，歯の 配列 に必要な ス ペ ース （required　arcll

length； 左右第 ・大臼歯よ り前方の 歯を す べ て 配列す

るの に必 要 な 量） との 差 を訂測 した （図 4），

　4，歯冠近遠心幅径および def歯率の 測定

　歯冠近遠心 幅径は，下顎永久歯の rll切歯か ら第
・
大

臼歯 の 歯冠近遠心幅径 （以 ド，歯冠幅径）をデジ タル

ノ ギス （MAX −CAL，最小 メ モ リ 0，01　mm ，ミ ツ トヨ

社製 ， 神奈川） を 用 い て 計測 し た，ま た，乳犬歯，第

一
乳臼歯お よび第 二乳臼歯を対象とした def歯率を求

め た．

皿 統計 処 理 方法

　歯列弓形態 と叢生の 発生 との 関係を調 べ る た め ，次

の 統 計処理を行っ た，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

14　　　0rthod　Waves−」pn　Ed　2010；69（1）：12−22

　　　　　　 図 1　下 顎歯列弓幅径

  ；犬 歯 （乳 犬 歯） 間 幅径   ；第一小 臼 歯 （第一

乳 臼 歯）間 幅 径，◎ ：第二 小 臼 歯 （第二 乳 臼 歯 ）間

幅径，  ：第
一大 臼歯間幅径

　　　　　　 図 2　下顎歯列長径

左右側第二 小 臼歯 （第二 乳臼歯） と第
一

大臼歯の 接触

点 を結ぶ線 か ら中切歯間乳頭頂に 至 る垂直線の 距離

汐
z−axis

皐
耽 券

　　　　　　　　　　図 3　第
一
大臼歯頬舌的歯軸傾斜角

第
一大 臼歯の頬 側面の溝 か ら咬合面の 頬面溝へ の 移行点 と舌側面の 溝か ら咬合面の 舌

面溝へ の移行点の 2 点 を通 る直線 が Z 軸 とな す角度

　なお，これ ら の 計算はJMP　7　Statistical　Discovery（SAS
Institute　lnc．，　Carolina）に よっ て 彳J

’

われた，

　1．歯列弓幅径，歯列弓長径 お よ び歯軸傾斜角年間

変化量 の
’
ド均値 ， 標準偏差を算出す る とともに 【E常歯

列群 と叢生 歯列群に お け る平均値 の 差に つ い て は

Student　t検定を用 い て 検討 した．

　2．主成分分析

　永 久 歯列 に お け る歯列弓形態 と叢 生 量の 関係を把握

す るた め，6年生 に お け る犬歯閲幅径，第
一

小臼歯間

幅径，第二 小臼歯間幅径，第
・
大 F噛 間幅径，歯軸傾

斜角変化量 ， 歯列 弓長径お よ び叢生量 を変数とす る主

成分分析を行っ た，

　3．重回帰分析

　永久歯列完成時 の 叢生量 を推定 す る た め，2 年生 か

ら 4 年生 の 側方歯の 代表歯と して 犬歯 （乳犬歯）間幅

径，第
・
大臼歯間幅径，歯軸傾斜角年間変化量，お よ

N 工工
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表 1− 1 正 常歯列群と叢生歯列群に お ける歯列弓幅径お よ

　　　　び歯列弓長径の Studen しt 検定

1年生
IE常歯ダ11群　　　叢生歯夕U群
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t−test
mean 　 s．d．　 mean 　 s．d．

歯列弓長径 （mm ）

　乳 ノこ歯間幅径

　第
一
乳臼歯問 1隔径

　第二 乳 臼歯間幅径

　第
・
大臼歯間幅径

歯列弓幅径 （mm ）

26，5　　　23　　　　25．8　　　1．1　　　　ns
33．0　　　2．3　　　32．〔｝　　 12　　　　ns

387　　　　22 　　　　37，9　　　1．1　　　　ns

44．6　　　2．0　　　44．6　　　1．4　　　ns

23．7　　　2，1　　　22．5　　　1．2　　　　ns

ns ：no 　signific．ant

　　　　 図 4Arch 　length　discrepancy
ぐ一一一一一．レ：available 　arch 　length，ぐ

一一→ ：required

arch 　length

表 1−2　正 常 歯列 群 と叢生歯 列 群 に お ける歯 列 弓幅径，歯 列 弓長径 お よび歯 軸傾 斜角年間変化量 の Student　t検定

2年牛
mcan

　止常歯列群

s．d．　 　 GC　means ，d． mean

叢生 歯列群

s．d，　　 GC 　means ．d．

歯列 弓幅径 （mm ）

　乳 犬歯 （ノこ歯）問幅径

　第
一
乳臼 歯 （小 臼 歯）間幅径

　第「 乳臼歯 （小臼歯）問幅径

　第
・
大 臼 歯間幅径

歯列 弓長径 （mln ）

歯軸傾斜角年間変化量 （つ

27．533
．639
．346

，123
．2

181

∩
）

3

2

ー

ワ凵

21

　 O，8
　 1，0
　 1．0

　0．6
−

〔｝．7
　 3．3

3D

▽

9553

100011
　 ＊

25．9
　 冖＊ ＊

3ユ．t
　 水　ホ
37，6
　 H

＊
44．522
．5

8061712121 　 〔｝，5
− 0，3
−

〔L3

　0，4
　 〔｝，3
　 1．O

94

∩
」

464

000002

正常歯列群お よび叢生歯列群の 平均値に よ る Student　t−test：
＊

：p〈0．05，
＊＊

：p＜〔〕．01
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ず

止常歯列祥お よび叢生歯列群の 成長変化量に よる Student　t．−test：　 ：p く0．05

GC （growdh 　change ）： 前学年か らの 隼間変化 量

表 1−3　正 常歯列群 と叢生歯列群に お ける歯列弓幅径，歯列弓長径 お よび歯軸傾斜角年間変化量の Student　t検定

3年隼
mean

　ll三常歯歹咀群

s．d．　　 GC　means ．d． mean

叢生歯列群

s．d．　　 GC　means ．d．

歯列弓幅径 （mm ＞

　犬歯 （乳犬歯）問幅径

　第
一

小 臼歯 （乳H 歯）間幅径

　第二 小 臼 歯 （乳 臼 歯） 問幅径

　第
一

大臼歯間幅径

歯夕「」弓長径 （mn1 ）

歯軸傾斜角年間変化量 （
°
）

27，934
．740246

．323

．5

04

匚
」

24

22221 匚
∂

18422
01000

ら
δ

0
だ

UO809

1110

ー

ワ一

26．4
　 累　＊
31．9
　 ‡ ＊

37．944
．722
．6

匚
∂

ワ】
∩
コ

ー

9

12121 0．70

．30
．50
．30
．2

　 1i10
．1

30

ρ
06

一
bl

l10003

1 常歯列群お よ び叢生 歯列群の 平均値に よ る Student　t−test：

s

．
［F．常歯列群お よ び叢生 歯列群 の 成 長変 化量 に よる Sしudent 　t−test ：

GC （grOwth 　change ）： 前学年か らの 年閲変化 量

：p く0．05，　
＊ ＊

：p くO．Ol
　 † ＋

　　 ：p〈0，01

び歯列弓長径を説明変数に，6 年生 の 叢生量 を冂的変

数 と し，
stepwise 法 に て 各学年 の 回帰式を求 め た．さ

らに，各学年の 説明変数に 1年間の変化量 （以下，年

間変化量）を加 え，回帰式を求め た．なお， r・測の 観

点か ら 5 年生 か ら 6 年牛 の 年間変化量 の データ を除い

た．算出された回帰式 の 精度に つ い て は F 検定を行 い，

推定値 と実測値 との 柑関を示す 毒椙関係数 （multiple

regrcssion 　coef 面cient ： multiple 　R ＞ と回帰式 に よ っ て 説

明 し うる 寄与率 （決定係数）（regression 　coefficient

square ： R2）を基 に 倹討 した．
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表 1−4　正 常歯列群 と叢生歯列群に お ける歯列 弓幅径，歯 列 弓長径お よび歯 軸傾 斜 角年 間 変化 量 の Student　t検 定

4 年生
mean

　lll常歯夕1」群

s．d．　　　 GC　lneans ．d． mean

叢生 歯列群

s．d．　　 GC　mean 　　　s．d，

歯ダll弓巾島彳釜　　（mIn ）

　犬歯 （乳犬歯）問1隔径

　第　　
一J］、E］歯　　（￥LE］歯）　間巾鬲そi

　第二 小 臼歯 （乳 臼歯）間幅径

　第
一
大臼歯間幅径

歯列弓長径 （min ）

歯軸傾斜角年間変化量 （つ

28．035

．241
．146
．523
、0

060038ワ】

2
？】
2

／

　

381CU

［
b

OOOOO2 04

り
0704

1111

ー

り一

　 n＊

26．7332

　 串 ＊

38．8
　 ＊

45．022
．4

正常歯列 群 お よび叢生 歯 列群 の 平均 値 に よ る Student　t−test：
＊

；p〈 e．〔｝5，
＊ ＊

；pく 0，〔｝1

正常歯列 群お よび叢生歯列 群の 成 長 変化量 に よ る Student　t−test：

† ＋

：p〈 0．Ol

GC （growth 　change ）：前 学年か らの 年間変 化量

2．〔〕73

．141

．671
．631
，65

　0、上

　1．3
　0．5
　0．3
− D2
　 　 1

」
− o，7

7
ρ
07Q

）
Qげ
1

110002

表 1−5　正 常歯列群 と叢生 歯列 群 に お ける歯列 弓幅径，歯列弓 長径 お よ び歯軸傾斜角年間 変化量 の Student　t検定

5年生
mean

　幵…常歯歹u召羊
s、d．　　　 GC　nleans ．d． mean

叢牛歯列群

s．d．　　 GC　nlean 　　　s．d．

歯列弓幅径 （mm ）

　丿こ歯　　（苧Lノこ歯）　問巾邑彳茎

　第　　
一，J、F1歯　　（乳臼歯〉　間巾吊彳墨

　第 1小臼歯 （乳臼歯）間幅径

　第
一

丿くA 歯『矧巾畠径

歯列弓長径 （mm ）

歯軸傾斜角年間変化蹴 C）

28．〔｝
35．941

．546
．622
，1

2．〔12
．72

．72
．41
．8

一
〔｝．1

　0．4

　〔｝．4
　0，1
−

〔｝．8
　2．2

CUO280

」
9

011002
　 r＊

26，’
　 ＊ ＊

33，8
　 　ネ

39．〆
　 ＊

45，02
］．7

03FO6

一
D

22

？一
11

一
〇，1

　0，6

　0，6
− 0ユ
．一一

〔〕，7
　02

’

−
斗

OO5983

1

／

／

00

り一

Ill常歯列群お よ び叢牛齢 rl盈羊の
’

陶 値 によ る StLl〔1，ntt 　t，st ：
＊

：P＜0．〔｝5，
＊ ＊

：Pく〔）、Ol
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t
止常歯列群お よ び叢生 歯列群の 成長 変化量 に よ る Student广一test　l　 ；p ＜0．05

GC （growth　change ）：前学 年か らの 年間変化 騒

表 1−6　正 常歯列群 と叢生歯列群に お け る歯列弓幅径，歯列弓長径お よ び歯軸傾斜角年間変化量の Student　t検定

6年 生
111（lnll

止常歯列群

s．d．　　　 GC　means ．d， mean

叢生 歯列群

s．〔L　　　 GC　mean 　　　s．d，

歯列弓幅径 （mm ）

　犬歯問幅径

　第
・
小 臼 歯間幅径

　 第
一
t4 、A 歯腎哥巾1”彳￥

　第
・
大臼歯問幅径

歯列弓長径　（mm ）

歯車由f頃余斗角年間 変イ匕量　（
冂
）

28．035
　．741746

．4215

∩

コ

？一
一
b400

12

ワ凵
21

一
〇．1

− 0．2
　 0．2
　 0
− 0．6
　 3．1

50

尸
D6Q

ゴ
ρ
0

011002
　 孝　＊
26．4
　 ＊ 半

33，6
　 　＊ 　

39．o
　 ＊

44．921

．0

D
尸
0

月寸
昃リ
尸
D

2
ワ】
211

一
〇．5

− 0．2
− 0．2
− 0．2
− 0．7
　 　 † 卞一1．1

731

一
b81

011002

正常歯列群お よび叢生 歯列群の
’F均値 に よる Student　t−test　l

＊

：p＜ 0．05，
＊ ＊

：p〈 0皿

1ピ常歯列群お よび叢生 歯列群の 成長変化量 に よ る Student　t−test　
L’　・1

：p＜ O．01

GC （grOwth 　change ）：前学年か らの 年問変 化 量

結 果

1．各計測項目の差の検定に つ い て

　表 1および図 5 に， ド顎歯列 の IE常歯列群 と叢生歯

列群の 各計測値お よ び年間変化量の 平均値，標準偏差

および Studcnt　t検定 の 結果 を示す，

　1，歯列弓幅径につ い て

　 1年生 の 歯列弓lll高径 は 正常歯列群 と叢生歯列群 に有

意差 は認め ら れ な い が，2年生 以 降の 犬歯 （乳犬歯）

間幅径，第
一一

小臼歯 （第
一

乳臼歯）間幅径，第「 小臼

歯 （第二 乳臼歯）間幅径および第
．一

大臼歯間幅径 は 叢

生歯列群が 有意に小さか っ た．ま た，年間変化量に つ

い て は
， 5年生か ら 6 年生 の 犬歯間幅径で 叢生歯列群

は，正常歯列群よ り台意に減少して い た，

　2．歯列弓長径 に つ い て

　 ド顎の 歯列弓長径は，正常歯列群と叢生歯列群に 有

意な差 は 認められなか っ た．

　3，歯軸傾斜角 に つ い て

　2 年生 か ら 6年生 まで の 年間変化量 は，叢生 歯列群
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〔mm ）

30．〔〕

29．0

　 2S．0

計

測 27．0
値

　 26．0

25．0

24、0

（mm ）

1．5

1．0

年

間
変
化

量

50

0

5尋

　 ．1．D

　 ．L5

　 　 　　 1年生　　　 　 2年生　 　　　 3年生　 　　　 4年生　 　　　 5年生

　　　　　　　　　　　　　　　図 5− 1　3−3 〔C−C）間幅径

正常歯列群お よ び叢生歯列群の平均値 に よ る Student　t−test：
＊

：p ＜O、05，
＊＊

正常歯列群お よび叢生歯列群の 成長変化量に よ る Student　t−test：
†

：p ＜0．05

6年生

p ＜0，01

（mm ）

36、O

35．0

　 34．0

計

測 33、0
値

32．0

31．0

30、0

　 　　 　 1年 生　　 　 　2年生　 　　 　 3年生　 　　 　4年生

　　　　　　　　　　　　　　　図 5−24 −4 （D −D ）間幅径
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

正 常歯列 群お よび叢 生歯 列群 の 平 均値 に よ る StuClent　t−test ：

（mm ）

1．5

］．e

0・5
年

　　 間

o　変

　　告
　 　 E−0．5

　 一1．D

　一15

5年生 6年生

　 　 　 　 　 ホ ホ

：pく 0．05，　　 ：pく 0．01

（mm ）

42． 

斗1．〔1

　 40．0

計
測 39．0
値

　 3S．0

37． 

36．0

（mm ）

】、5

LO

0・5
年

　 　 間

0　 変
　 　 化

　 　 量一〇．5

　 一1．〔〕

　 一1．5

　　　　 1年生 　　　　2年生 　　　　3年生 　　　　4年生 　　　　5年生

　　　　　　　　　　　　　　　図 5−3　5−5 （E −E）間幅径
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ネ　　
正 常歯 列群 お よび叢生 歯列群の 平 均値 に よ る Student　t−test：　．p〈 0．05，

6年生

＊ ＊

　 ：p く 0．01
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（mm48

．0

47．0

　 46．G

計

i則 45．0
値

　 44．0

43．0

42．0

　　　 　 1年 生 　 　　 　2年生　 　 　　3年生　 　 　　4年生

　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 5−46 −6 間幅径

正常歯列 群お よび叢生歯列 群の平均 値に よ る Student　t−test

（mm ）

1．5

1．0

 ．5
　 　 年

　 　 間
 　 変

　　些
　 　 亘一〇．5

　 一1．0

　 一1．5

5年 生

＊　．
　 p＜ 0．05

6年生

（mm ）

26．0

2S．0

　 24．0

計
測 23．0
値

　 22．0

21．0

20．0

1年生 2年生 3年生　 　 　　4年生

図 5−5　歯列弓長径

（mm ）

1．5

1．0

0・5
年

　　 間
0　 変

　　 些
　 　 亘一〇，5

一1．o

．L5

5年生 6年生

（度 ）

4．0

3．0

2，0

L  

0．0

一【．o

一2、0

ド
　叩ド寧要ぶ
邸

「丁艀静尊撫汚

早「
霎亭 悟γ、 再勘

雲
影

恥Ψ伊聾
陣囁

詳 燭タ　茜屮广 譲配鵠窩 纂早w辱野 油
鑑詫齢 怖　遣略磯屮μ
叢辞＋†

曄慝脾マ
5 郵師　野即Ψ

テ 撫　ヌ脚　・鼎广
豊

十†

　 　 　 　 　 　 ††

ロ コ 正 常歯列群 年間変化量

□ 　叢 生歯列 群年間変化量

　　　 1年 生　　　　2年生　　　　3年生　　　　4年生 　　　　5年 生 　　　　6年生

　　　　　　　　 図 5−6　第
一大 臼歯頬舌的歯軸傾斜角年間変化量

正 常歯列群お よび叢生歯 列 群 の 成 長変 化 量に よる Student　t−test；
†

：p〈 0．05，
††

p く0，01
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表 2 正 常歯列群 と叢生歯列群 に お ける下 顎の 歯冠幅径 の 　 表 3 正 常歯列群 と叢生歯列群に お ける 下顎の def歯率（％）

　　 Student　t検定 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の Student　t 検定

正 常歯列群　　 叢生 歯列群
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t−test
mean 　　 s．d．　　 mean 　　 s．d．

11：常歯ダ1］君f　　　　　叢生歯 歹U君看
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t−test
mean 　　 s．d．　　 mean 　　 s．d．

中切歯

側切歯

犬歯

第
．．・
小臼歯

第
．
ン亅・臼歯

第
・
大臼歯

5．63　　 0，19　　 5．85　　 0．36　　　NS

6．23　　 0．28　　 6．39　　 0．47　　　NS

7．27　　 0．31　　 7．30　　 0．38　　　NS

7．79　　 0．32　　 7，70　　 0．25　　　NS
7．70　　 0，33　　 7．73　　 0．34　　　NS

11．64　　 0．42　　 11．63　　 0．09　　　 NS

def歯率　　　49．0　　　19．1　　　31．3　　　31．3　　　NS

def歯率＝（CDE を対象 と した def歯数）〆6× 100

表 4 主成分分析

第
一主 成分 第二 主 成分 第三 主成分

　 （Z1）　　　　　（Z2）　　　　　（Z3）

が有意に 小 さ く，舌側傾斜 して い た．

　4．歯冠幅径，def歯数お よび irregUlarity　indexに つ

い て

　永久歯歯冠幅径は，正常歯列群と叢生歯列群 とに有

意差 は認め られ なか っ た （表 2）．また，def歯数 は 少

な く， 第
一

大臼歯 の 大きな近心移動を起 こ す よ うな 進

行した実質欠損が認め られ た もの は 3，9％ と，正常歯

列群および叢生歯列群 は ほぼ健全乳歯で あ り，差は み

られな か っ た （表 3）． さ らに 1年生 の irregularity

indexを調べ た と こ ろ，正常歯列群は
一2．O　mm ，叢生

歯列群 は
一2．3mm で 有意差 は なか っ た．

叢生量　　　　　　　
一

〇ユ6

犬 歯問 幅径　　　　　　 O．71

第
一

小 臼歯間 幅径 　　　O，89
第ニ ノトFl歯間巾畠往…　　　　　o．90

第　　
・
ノ（E］歯間巾鬲待…　　　　　O，87

歯列長径　　　　　　　0ρ6
歯軸傾斜角変化量　　　 0．11

一
｛〕．72

− 0．020

．20

　0．19

　0．12

　0．〔〕3
　0，83

一
〇．34

　0．42

　0．27
− 0．02
− O、13

　 0．90
− o，19

固有値

寄与率 （％ ）

累積寄与率 （％ ）

3．2846

．8546

．85

1．1115

．9〔〕

62．75

1．0514

．9476

．69

IL 永久歯列完成時の 歯列弓形態 と叢生量との主成分

　　分析 に つ い て

　6年生 50個体 ド顎歯列模型 の 主成分分析の結果，第
・
主成分 （ZD は 寄与率 46．9％で 犬歯幅径，第 ・

小臼

歯間幅径，第二 小臼歯問幅径お よび第
一

大臼歯閭幅径

で歯列幅径の因子，第t 主成分 （Z2）は寄与率 15．9％

で 叢牛量 と歯軸傾斜角変化量 の 因子 ， 第三 主成分 （Z3）

は寄．与率 149％ で歯列弓長径の 因了が あげられ，累積

寄与率は 77．7％ とな り，叢生量が 少ない もの ほ ど第一

大臼歯 は 頬側へ 傾斜す る傾向が み られ た （表4）．

化量を用い た際の 有意な項日として，歯軸傾斜角年間

変化量 と第
一

大臼歯問咄径 および歯列弓長径が あげら

れ，重相関係数は 0．60，寄与率は 36％ で あ っ た．

　2）4 年生 の計測値お よび 3年生 と 4年生 の 年間変化

最を用 い た際 の 有意 な項 目として ， 歯軸傾斜角年間変

化量 と第．・大臼歯問幅径お よ び第
一

大臼歯間幅径変化

量 が あげ られ，重相 関係 数 は 0．80，寄与率は 64％ で

あっ た．

　3）5 年生 の計測値お よび 4年生か ら 5年生 の 年間変

化量を用 い た際の 有意な項日 と して ，第一大臼歯間幅

径お よび第
一

大臼歯間幅径変化量 が あげられ，重相関

係数 は O．63，寄 与率 は 40％ で あ っ た．

皿 ．叢生量の 予測 に つ い て

　1．各学年の 計測値 に よ る重回帰分析 （表5）

　2年生で は，歯軸傾斜角年間変化量 と第
一

大臼歯間

幅径 お よび歯列 弓長径が あ げられ，重相関係数は

0，63，寄与率は 40％ で あっ た，3年生 で は，2年生 と

同様 に 歯軸傾斜角年間変化 量 と第
一

大臼歯問幅径お よ

び歯列 弓 長径が あ げ られ，重椙関係数 は 0．54，寄与率

は 29％ で あ っ た，4年生 で は
， 歯軸傾斜角年問変化量

の みで あ り，重相関係数は 0．60，寄与率は 36％ で あ

っ た．また，5年生 で は第一
大臼歯間幅径の み で ，市

相関係数は 0．43，寄 与率は 19％ と な り，他 の 学年 よ

りも低い 結果となっ た．

　2．各学年の計測値 と年問変化量 に よる 重同帰分析

（表 6）

　1）3年生 の 計測値お よび 2年生 と 3年生 の 年間変

考 察

1 ．叢生歯列の特徴に つ い て

　2年生以降の歯軸傾斜角変化量が 叢生 歯列群 で 有意

に 小 さく歯列幅も叢生歯列群が 狭い こ とか ら，歯列弓

幅径の 狭窄が叢生 の 発生要因 の
一

つ とな る こ とを示 し

た．Kawamura 　
2ii〕

は，下顎第
．・

大臼歯の 頬舌的歯軸傾

斜と歯列弓幅径 に 相関があ る と し， 歯列弓幅径 が 大 き

い ほ ど第一
大臼歯が 頬側へ 傾斜して い る と述べ て い る

こ とか ら，叢生 歯列群 に おける第 一
大臼歯間幅径の 狭

窄は 歯軸の 舌側傾斜が原因で あ る と考えられ る．今回

の 資料で は，正常歯列群 と叢生歯列群 とで 歯の 大き さ

に差がない こ とか らも歯列弓幅径の狭窄が 叢生発生 の

原因とす る Howe ら
s｝

および Hayashiら
17〕

の 報告 と同

様であっ た，さ らに，本研究 に おい て は，経年的な観

N 工工
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表 56 年生叢生量 の 重回帰式 （ス テ ッ プワ イ ズ法〉の 結果

1

2年生 の 計測 値

6 年生叢生 量＝0，38（歯軸変 化量）＋ O．37 （第 ・．］〈　r−．1歯問 幅径）＋ 0．48（歯列 弓長 径〉− 30．08

3年生 の 計測値

6年生叢生量＝　0．37（爾軸変化量）
− O．32（第 ・

大臼歯間幅｛茎）
− 0．39（歯列弓長径）＋26．31

4 年生 の 計
’
測値

6 年生叢生 瞭：
＝0．52（歯 軸変 化量h2 、76

5 年生 の 計測値

6年生叢生 量＝− 0．39（第 ・
大臼歯問幅径）十 19．84

R 二
〇．63 　 6．02’］

R
巨＝O．40

R　＝0．54
り

R
−＝0293

．51

R ＝0，60 　 21，06
ワ
R
−＝0．36

R π0，43 　 5，83
フ

R
−＝0．19

歯軸変 化量 ： 歯軸 傾斜角年間変化量

表 66 年生叢生量の 重回帰式 （ス テ ッ プワ イズ法）の 結果

F

3 年生 の 、汁測値お よび 2年生 と 3年生 の f「問変化量

6 年生 叢生 賦＝− 0．35（歯軸変化匿）
− 0．31（3 年生 の 第

・
大臼 歯問幅径〉

− 0．38（：号年生 の 歯列 弓長径）＋25．61R 二〇．60 　5．14
2R≡0，36

4 年生の 計測値 お よび 3年生 と 4 年生の 年間変化量

6年生叢生 量＝−0．4，1（歯軸変化量）
− 0．49（・1年生 の 第

・
大 E］歯間1隔径）＋1．31〔第

・
大臼歯問幅径変化量 ）＋24．78　R ≡0．80　14．48

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R ＝0．64

．5年 生の 計測鱆お占び 4年生 と 5 年生ψ年固変化 景

6年生叢生 量＝− O、57（4 年生の 第
一

大臼歯間幅径）＋ 1．Ol（第一
大臼歯間幅径変化疑）＋ 27．65　　　　　　 R −

0．63　 7．97
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R

’＝0、40

歯軸 変化 殿 ：歯軸傾 斜 角 年間 変化 量

察を行 うこ とに より，Ill常歯列群お よび叢生 粛列群に

お け る歯列弓幅径と歯軸傾斜角年間変化量の 有意差が

現 れ る起点 が 2年生 で あ る こ とを確認で き た．

　歯列弓長径 の 成長変化 は 4年生以降 マ イナ ス の 成長

を示 した．人坪 ら
z’1〕

は，歯牙年齢田 B 期の 側方歯群

の 交換 に よっ て 歯列 弓長径の 減少が 起 こ る と述べ て お

り， 本研究 に お い て もこ の 時期 に leeway　space に よる

第
一
大臼歯の 近心移動が 生 じ，歯列弓長径が減少 した

と考えられた，Leewa｝・space の 不足 は 叢生発生 の 原因

に な り
7．lz123

，特に，乳 臼 歯の 早期喪失 に よ る後継永

久歯の 不正は 歯列弓の 後方部に お い て 認 め られ る と報

告さ れ て い る
m
．し か しな が ら，今回川 い た 資料 は

def歯率が低 く健全な乳歯 で 永久歯交換時 に 抜 歯は 行

われず，生理 ll勺交換が行わ れ て お り，歯列弓長径は 正

常歯列群 と叢生歯列群 とで 有意差 を認 め ない こ とか

ら，乳歯側方歯群 の う蝕等に よ る 歯冠崩壊や 抜歯に よ

る大きな第
・
大臼歯 の 近心移動がな く， 生理的な歯列

弓長径の減少 を示 して い た，

II．叢生発生要因 に つ い て

　主成分分析は，変 量相互の 関連性を数 式モ デ ル に 当

て は め ， お彑 い に 兵通 し類似 した変量を要約す る こ と

に より，特徴1杓な因子を抽出し，関連性の ない 変量を

誤差と して 分離 す る方法 で あ る
t’fj）
，決定 され た 因了と

の 関連を 示す 因 了負荷 量は
， 各因了の 因 許負荷量 の 平

方根を因 S・ご とに最大 に す る結果 とな っ て い る ため，

因了の 内容を推定するこ とが 困難 で ある，そ こ で，因

子軸回転の 1方法 で あ るバ リマ ッ ク ス 法を用い て ，選

択 した 因子の すべ て に つ い て 同時 に 因子負荷量 の 平方

の 分散 の 和を最大 に する手法 に よ り，因子 と変量 との

関係を明解に した．

　叢生 と関連す る 歯列弓形態 と して ，歯軸傾斜角変化

量 が あげ られ，叢生量 が マ イ ナ ス ，歯軸傾斜角変化量

がプ
．
ラス で 表示 され て い る こ とか ら，叢生量が少ない

もの ほ ど ド顎第
・
大臼歯歯軸 は直立す る傾向 に ある こ

とが確認で きた．

　 ド顎第
・
大臼歯は通常舌側方向に 萌出し，口腔 周 囲

筋 や 咀 嚼機能 の 影響 を 受けな が ら徐 々 に頬側方向 に 直

立す る
脚

が，現代凵本人 は 咀嚼機能が脆弱化して お

り，それ が 歯の 舌側傾斜 に 影響して い る
10）

とい われ

て い る．第
一
大臼歯 の 頬舌的な歯軸傾斜 に 影響 を与え

る rfq，r一と して ，　Hayashiら
IE“

は 咀嚼機能 を あ げて お り，

咀嚼機能 が 叢生 発 牛 に 関与して い る と考えられ た．本

研究 にて 歯軸変化量の有意差が 現 れ る起点が 2 年生 か
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らで あ る こ とが確認 さ れ，これ らの こ とか ら咀嚼機能

が こ の 時期か ら下顎第
・
大臼歯の 直 v

’
tlに 影響 を与えて

い る 11∫能性が 示唆され た，

皿 叢生量の 予測 に つ い て

　 こ れ まで に も永久歯列完成期排列状態を分類するた

め に叢生量 と空隙量を H 的変数 として 重回帰分析を行

っ た研究 は あ るが，下顎に お い て は 分析の 精度が あ ま

りよ くな い と され て い た
ZZ1）
，ま た，成長発育の 過租で

咬合様式 は変化す る ため ， 歯列 の 予測 は難しい とい わ

れ て い る
Ln．’）
．本研究に お い て も，3 年生 か ら 5 年生 の

計測値の み の 重回帰式の 重相関係数 お よび寄 与率は低

く，6年生 の 叢生 舅：の 予測す る た め に は 精度 が 低 い と

考えられ る，しか しなが ら，1学年の 計測値に，年間

変化量 の 項冂を加えた結果，重相関係数および寄 与率

は ともに 大き くなり， 成長変化量を考慮するこ とは永

久歯列完成時の 叢生 量 の 朔則に有用 で あ る t・［∫能性が 明

らか となっ た．なかで も， 4年生の 計測値および 3 年

生 と 4 年牛 の 年間変化量を用 い た 回帰式の 重相関係数

は O，80，寄
J
丿
・率は 64％ とな り，こ の回帰式 は永 久歯

列完成時の 叢生鼠の 予測 に あ る程度有用 で ある と考え

られる．ま た，3 年生 と 4 年生 の 重回帰モ デ ル か ら，

歯軸傾斜角年問変化量な ら びに第
．一

大臼歯間幅径 は叢

生量と負の 関係が み られ，こ の 時期に第一．．．・大臼歯が 直

疏 し，第一大臼歯幅径が大 きい ほ ど永久歯列完成時 の

叢生量 が 減少す る傾向を示 して い る，

　永久歯列完成時の 叢生量を 予測す るに あた り，3年

生 お よび 4 年生の 計測値を用 い る よりも 6 年生 に 近 い

4年生および 5年 生 の 計測値 を用 い た 重相関係数 お よ

び寄与率が低い 結果となっ た．・1年生 か ら 5fl三生 に お

い て，第
．一

乳 臼歯か ら第
一・

小 臼歯 へ の 交換が 全体 の

84％，第二 乳臼歯か ら第 二 小臼歯へ の 交換は 全体 の

60％で あ り，歯列弓長径 は こ の 時期 に 減少を示 し， 第

一
大臼歯 の 近心移動が生 じた，さらに

，
こ の 時期に第

・
大臼歯の 近心移動に よ り幅径 も減少した と考えられ

た．特 に，こ の 時期下顎 の 歯列弓長径 の 減少 は 上顎 よ

りも顕著で あ り
跚 冲

， 第
一
大臼歯の 変位が 大き くな っ

た．一方，今回の資料は前歯部に限局した叢生が多 く，

この 時期 の第
一

大臼歯 の 近心移動 は叢生 量の 変化に影

響が少な い た め，重相関係数お よ び寄与率が 低 い 結 果

とな っ たと考えられ た，

　今回用 い た資料は歯の サ イ ズが標準的で 乳歯が健全

で あ る集団 で あ り，
こ れ らの 要件を満た す場合，3 年

生 と 4年生 の 歯列弓幅径お よ び歯軸傾斜角年間変化 量

か ら永久歯列完成時 の 叢生 量 をあ る程度掬則す る こ と

が可能で あ る こ とが確認さ れ た，

　 しか しなが ら， 歯列の 成長 は環境要因が 大 きく影響

し個人差も大き い と考え られ る こ とから， 永久歯列完

成時 の 叢生量 の P測精度を さ らに 向 E させ る た め に

永久歯列完成時の 叢生量の 予測に つ い て　　21

は，個入 の成長量，成長様式，顔而パ ター
ン な ら びに

咀嚼機能 の 関連性 を調査す る必要があ る．
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